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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月15日(2008.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の反応ガスと第２の反応ガスの電気化学反応により発電する燃料電池本体と、燃料
電池本体に第１および第２の反応ガスを供給する第１ガス供給流路および第２ガス供給流
路と、燃料電池本体から第１および第２の反応ガスのオフガスを排出する第１ガス排出流
路および第２ガス排出流路と、を備える燃料電池システムであって、
　さらに、第１ガス排出流路と第２ガス排出流路のうちの一方から分岐された分岐流路を
有し、該分岐流路には、他方のガス排出流路から導かれたオフガスが流通でき、前記分岐
流路は、気液分離手段で処理された水分を含むガスを排出する流路であることを特徴とす
る燃料電池システム。
【請求項２】
　前記他方のガス排出流路のオフガスを、分岐流路に導くバイパス流路を備えることを特
徴とする請求項１に記載の燃料電池システム。
【請求項３】
　前記他方のガス排出流路のオフガスをバイパス流路に導入するための調整手段を有する
ことを特徴とする請求項２に記載の燃料電池システム。
【請求項４】
　前記分岐流路の、該分岐流路とバイパス流路の接続点よりも上流側には、電磁弁が配置
され、前記調整手段は、前記電磁弁が閉じているときに、前記他方のガス排出流路のオフ
ガスを前記バイパス流路に導入するように操作されることを特徴とする請求項２または３
に記載の燃料電池システム。
【請求項５】
　前記分岐流路は、２重管構造の配管を有し、２重管の一方には、バイパス流路からの他
方の反応ガスのオフガスが流通されることを特徴とする請求項２または３に記載の燃料電
池システム。
【請求項６】
　第１ガス排出流路は、第１ガス供給流路に接続され、前記分岐流路は、第１の反応ガス
を系外に排出する流路であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一つに記載の燃
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料電池システム。
【請求項７】
　前記調整手段は、開度を調整することにより、バイパス流路と、該バイパス流路が接続
された排出流路に、該排出流路を流れるオフガスを分配することのできる手段であること
を特徴とする請求項３乃至６のいずれか一つに記載の燃料電池システム。
【請求項８】
　前記調整手段の開度は、バイパス流路が接続された分岐流路の温度および／または外気
温度によって、変化することを特徴とする請求項７に記載の燃料電池システム。
【請求項９】
　前記分岐流路は、第１の電磁弁を有し、
　前記分岐流路は、前記他方のガス排出流路に接続され、
　第１の電磁弁と前記他方のガス排出流路の間には、別の排出流路が設けられ、該別の排
出流路には第２の電磁弁が配置されることを特徴とする請求項１に記載の燃料電池システ
ム。
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